
　日本化学工業協会は経済産業省の「化学ビジョン

研究会」の提言を受け参加企業を集い、 年４月

に「化学人材育成プログラム」を創設した。日本の

国際競争力と技術力を向上させるため、大学院化学

系専攻（博士後期課程）を人材育成や就職などの面

から支援。各専攻から推薦された学生には奨学金を

給付する。化学産業界は望ましいと考える教育カリ

キュラムを持つ大学院専攻を、第１回は 専攻、第

２回は５専攻選んだ。第１回で選考された３専攻の

研究室を紹介する。

大阪大学大学院工学研究科応用化学専攻

微
細
加
工
に
新
し
い
発
想
を

　　　関　修平教授

　
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
応
用
化
学
専
攻
の
関
研
究
室

で
は
「
必
須
と
さ
れ
る
フ
ァ
ク

タ
ー
を
ひ
っ
く
り
返
す
」

関

修
平
教
授

こ
と
で
ス
タ
ー
ト

し
た
研
究
に
取
り
組
み
、
既
に

複
数
の
企
業
と
共
同
研
究
も
行

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
単
一

粒
子
ナ
ノ
加
工
法
」
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
一
点
に
絞
る
の
に
心
血

を
注
い
で
き
た
従
来
の
微
細
加

工
か
ら
発
想
を
転
換
し
、
一
つ

の
粒
子
で
モ
ノ
を
作
ろ
う
と
す

る
試
み
だ
。

　
半
導
体
分
野
を
は
じ
め
多
く

の
企
業
、
研
究
者
が
微
細
加
工

の
限
界
に
挑
ん
で
い
る
。
レ
ー

ザ
ー
、
極
端
紫
外
線

Ｅ
Ｕ

Ｖ

な
ど
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
「
狭
い
空
間
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
集
約
す
る
」
点
で
共
通
す

る
。
た
だ
、
微
細
化
す
る
ほ
ど

開
発
費
が
か
か
り
、
多
分
に
テ

ク
ニ
カ
ル
な
要
素
に
左
右
さ
れ

て
し
ま
う
。
で
は
、
集
約
と
い

う
考
え
を
捨
て
た
ら
ど
う
か
。

　
具
体
的
に
は
炭
素
な
ど
重
い

粒
子
を
高
分
子
材
料
に
打
ち
込

む
と
、
通
過
す
る
道
筋
に
化
学

反
応
が
起
こ
る
。
残
り
を
溶
か

せ
ば
粒
子
と
同
径
の
「
ひ
も
」

が
残
り
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ

ー
ブ
と
同
等
の
ス
ケ
ー
ル
を
狙

っ
て
作
り
出
せ
る
よ
う
に
な

る
。
数
を
作
る
の
も
容
易
で
ほ

と
ん
ど
の
高
分
子
に
対
応
し
、

複
数
の
材
料
を
連
結
し
て
新
機

能
の
発
揮
も
可
能
と
い
う
。

　
ま
た
、
「
電
気
の
通
り
や
す

さ
」
も
研
究
す
る
。
通
常
、
導

電
性
の
測
定
は
テ
ス
タ
ー
を
接

続
し
電
気
抵
抗
を
計
る
が
、
対

象
の
微
小
化
に
従
い
信
頼
性
は

低
下
す
る
。
開
発
し
た
「
Ｆ
Ｐ

―
Ｔ
Ｒ
Ｍ
Ｃ
法
」
は
、
電
子
レ

ン
ジ
と
同
じ
理
屈
を
用
い
、
触

れ
ず
に
導
電
性
を
測
る
。
計
測

対
象
へ
マ
イ
ク
ロ
波
を
送
り
、

電
子
を
ど
れ
だ
け
振
動
さ
せ

得
る
か

を
精
密
に
計
れ
ば
電

気
の
流
れ
や
す
さ
は
非
接
触
で

測
定
で
き
る
。
粉
・
薄
膜
と
対

象
を
問
わ
な
い
。
有
機
半
導
体

材
料
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

が
大
幅
に
効
率
化
で
き
る
。

　
研
究
室
で
は
よ
く
「
そ
れ
、

面
白
い
？
」
と
尋
ね
る
と
言
う

関
教
授
。
面
白
さ
、
す
な
わ
ち

自
ら
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
切

に
し
た
研
究
が
大
き
な
実
を
結

ぶ
日
も
近
い
よ
う
だ
。

　
せ
き
・
し
ゅ
う
へ
い
　

年

東
大
工
卒
、

年
東
大
院
工
学

系
研
究
科
博
士
中
退
、
同
年
阪

大
産
業
科
学
研
究
所
助
手
、

年
工
学
博
士
、

年
同
研
究
所

助
教
授
、

年
阪
大
院
工
学
研

究
科
准
教
授
、

年
同
大
学
院

教
授
。

東京大学大学院理学系研究科化学専攻

水
中
で
の
有
機
合
成
を
実
現

　　　小林　修教授

　
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
化
学
専
攻
の
有
機
合
成
化

学
研
究
室
は
、
理
学
系
の
研
究

室
だ
が
実
用
化
に
結
び
つ
く
研

究
成
果
が
多

い
の
が
特
徴

だ
。
そ
の
一

例
が
日
光
ケ

ミ
カ
ル
ズ
と

の
共
同
研

究
。
新
た
な

触
媒
を
開
発

し
、
化
粧
品

の
原
材
料
の

合
成
プ
ロ
セ

ス
を
そ
れ
ま

で
の
バ
ッ
チ

式
か
ら
フ
ロ

ー
式
に
変
え

る
こ
と
に
成

功
し
た
。
生
産
コ
ス
ト
を
２
割

削
減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
廃

棄
物
や
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大

幅
に
減
ら
し
た
。
「
環
境
に
負

荷
を
か
け
ず
に
い
か
に
合
成
す

る
か
。
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト
リ

ー
が
テ
ー
マ
の
一
つ
」
と
研
究

室
を
統
括
す
る
小
林
修
教
授
は

説
明
す
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
の

一
環
と
し
て
、
小
林
教
授
が
独

立
研
究
者
に
な
っ
て
以
来
進
め

て
き
た
「
水
の
中
で
の
有
機
合

成
」
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
も
実

を
結
び
つ
つ
あ
る
。
通
常
、
有

機
合
成
は
有
機
溶
媒
中
で
行
う

が
、
有
機
溶
媒
は
人
体
へ
の
危

険
性
が
高
く
環
境
負
荷
も
大
き

い
。
水
は
ク
リ
ー
ン
な
溶
媒
と

言
え
る
が
、
思
う
よ
う
に
反
応

が
起
き
な
い
。

　
小
林
教
授
は
水
中
で
も
有
機

合
成
が
進
む
触
媒
を
開
発
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
起
こ
せ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
水
の

方
が
起
き
や
す
い
反
応
も
あ

る
。
小
林
教
授
の
研
究
成
果
で

実
用
化
目
前
の
も
の
も
あ
る
と

い
う
。
「
有
機
化
学
の
教
科
書

は
有
機
溶
媒
で
合
成
す
る
こ
と

が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
水
の

中
の
有
機
化
学
の
世
界
を
広
げ

て
い
き
た
い
」

小
林
教
授

と
い
う
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
顕
在

化
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対

し
て
「
有
機
化
学
研
究
者
の
立

場
か
ら
貢
献
で
き
な
い
か
」

小
林
教
授

と
最
近
着
手
し

た
の
が
、
水
を
分
解
し
て
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
研
究

だ
。
水
を
分
解
す
る
物
質
と
し

て
光
触
媒
が
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る

が
、
小
林
教
授
は
こ
れ
ま
で
に

蓄
積
し
た
水
中
で
安
定
な
触
媒

に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
、
独
自
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

よ
う
と
思
案
中
だ
。

　
こ
ば
や
し
・
し
ゅ
う
　

年

東
大
理
卒
、

年
東
大
院
理
学

系
研
究
科
博
士
中
退
、
同
年
東

京
理
科
大
助
手
、

年
理
学
博

士
東
大
、

年
東
京
理
科
大

講
師
、

年
同
助
教
授
、

年

東
大
院
薬
学
系
研
究
科
教
授
、

年
同
理
学
系
研
究
科
教
授
。

東京工業大学大学院理工学研究科物質科学専攻

ポ
リ
イ
ミ
ド
に
機
能
性
付
加

　　安藤　慎治教授

　
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
物
質
科
学
専
攻
の
安

藤
研
究
室
で
は
、
ス
ー
パ
ー
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
一
つ
で
あ
る
電
子
回
路
の

絶
縁
膜
な
ど
に
使
わ
れ
る
ポ
リ

イ
ミ
ド
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。
安
藤
慎
治
教
授
が
「
耐
熱

性
や
機
械
的
な
強
度
は
優
れ
て

い
る
が
、
機
能
性
は
あ
ま
り
な

い
」
と
指
摘
す
る
ポ
リ
イ
ミ
ド

に
、
機
能
性
を
付
与
で
き
な
い

か
―
。
そ
ん
な
可
能
性
を
、
大

学
が
強
み
と
す
る
基
礎
研
究
の

観
点
か
ら
模
索
し
て
い
る
。

　
機
能
性
の
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
が
熱
の
通
し
や
す
さ

だ
。
半
導
体
な
ど
に
用
い
ら
れ

る
絶
縁
膜
に
は
、
耐
熱
性
だ
け

で
な
く
高
い
熱
伝
導
性
も
求
め

ら
れ
る
。

　
安
藤
教
授
は
熱
伝
導
性
の
高

い
酸
化
亜
鉛
の
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル

サ
イ
ズ
の
粒
子
の
合
成
法
を
開

発
。
こ
の
ナ
ノ
粒
子
を
ポ
リ
イ

ミ
ド
に
混
ぜ
て
、
高
い
熱
電
伝

導
性
を
持
つ
ポ
リ
イ
ミ
ド
材
料

を
作
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
大

き
さ

の
平
た
い
円
盤
の

よ
う
な
形
を
し
た
熱
伝
導
性
の

高
い
六
方
晶
窒
化
ホ
ウ
素
を
、

ポ
リ
イ
ミ
ド
に
混
ぜ
て
熱
伝
導

性
を
上
げ
る
こ
と
に
も
成
功
し

て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
産
業
界
が
求
め
る

値
の
数
分
の
１
以
下
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
実
用
化
に
は
さ
ら

な
る
研
究
が
求
め
ら
れ
る
が
、

安
藤
教
授
は
「
高
い
数
字
を
追

い
か
け
る
よ
り
、
産
業
界
が
参

考
に
で
き
る
よ
う
な
材
料
設
計

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
示
し
て
い
き

た
い
」
と
指
摘
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
安
藤
研
究
室
で

は
、
蛍
光
と
い
う
熱
伝
導
性
と

は
別
の
機
能
性
を
付
与
し
た
ポ

リ
イ
ミ
ド
の
研
究
も
進
め
て
い

る
。
計
算
化
学
を
用
い
た
分
子

設
計
に
よ
っ
て
、
紫
外
線
を
当

て
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
発
色

す
る
ポ
リ
イ
ミ
ド
材
料
の
開
発

に
も
成
功
し
て
い
る
。

　
あ
ん
ど
う
・
し
ん
じ
　

年

東
工
大
工
卒
、

年
東
工
大
院

理
工
学
研
究
科
博
士
修
了
。
同

年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
入
社
。

年
東
工
大

院
助
教
授
、

年
英
国
ダ
ー
ラ

ム
大
客
員
研
究
員
、

年
東
工

大
院
理
工
学
研
究
科
教
授
。

化学人材育成プログラム産業界が大学専攻を支援
（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ４月２７日 金曜日 　　


